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結 果 の 概 要
１ 概 況

事業所数は6,116事業所、前年比＋4.0％で３年ぶりの増加、従業者数は18万2,061人、前年比

▲1.1％で５年連続の減少、製造品出荷額等は4兆3,414億円、前年比＋0.3％で２年連続の増加、

付加価値額は1兆7,113億円、前年比＋3.2％で２年連続の増加となりました。

なお、従業者１人当たり付加価値額は940万円、前年比＋4.3％で２年連続の増加となりまし

た。

表１ 平成23年製造業の動向（従業者４人以上の事業所）

実 数
区 分 増 減（前年比） 全国前年比

H22年 H23年

事業所数 5,882 事業所 6,116 事業所 ＋234事業所(＋4.0％) ＋3.9％
３年ぶりの増加

従業者数 184,072 人 182,061 人 ▲2,011人(▲1.1％) ▲2.5％
５年連続の減少

製造品出荷額等 4兆3,280 億円 4兆3,414 億円 ＋133億円(＋0.3％) ▲1.4％
２年連続の増加

付加価値額 1兆6,587 億円 1兆7,113 億円 ＋526億円(＋3.2％) ＋1.0％
２年連続の増加

〔参考〕 901 万円 940 万円 ＋39万円(＋4.3％) ＋3.6％
従業者1人当たり付加価値額 ２年連続の増加

表２ 新潟県の全国順位（従業者４人以上の事業所）

区 分 H22年 H23年

事業所数 12位（全国シェア2.6％） ９位（全国シェア2.6％）

従業者数 17位（ 同 2.4％） 17位（ 同 2.4％）

製造品出荷額等 23位（ 同 1.5％） 23位（ 同 1.5％）

付加価値額 22位（ 同 1.8％） 20位（ 同 1.9％）

図１ 新潟県の主要産業の構成（従業者４人以上の事業所）
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図２ 製造業の事業所数・従業者数の年次別推移（従業者４人以上の事業所）

図３ 製造業の製造品出荷額等及び付加価値額の年次別推移（従業者４人以上の事業所）
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２ 産業別の状況

(1) 事業所数 ～上位３産業は金属製品、食料品、生産用機械～

事業所数は6,116事業所で234事業所増加（前年比＋4.0％）しました。

産業別で事業所数が最も多いのは、金属製品で1,190事業所（構成比19.5％）、次いで食料品が

836事業所（同13.7％）、生産用機械が710事業所（同11.6％）の順となっており、上位３産業は

前年と同じ順位で、全体の４割以上（同44.7％）を占めています。

図４ 事業所数の産業別状況（従業者４人以上の事業所・構成比順）

(単位：事業所）

構成比順位
産業分類 H22年 H23年 増減

前年
順位

1 ←1 金属製品 1,154 1,190 ＋36

2 ←2 食料品 819 836 ＋17

3 ←3 生産用機械 661 710 ＋49

4 ←4 繊維 492 522 ＋30

5 ←5 印刷 266 276 ＋10

6 ←6 窯業・土石製品 242 268 ＋26

7 ←7 プラスチック製品 235 242 ＋7

8 ↑10 家具・装備品 210 223 ＋13

9 ←9 電気機械 218 219 ＋1

10 ↓8 はん用機械 223 212 ▲11

- - その他 1,362 1,418 ＋56

合 計 5,882 6,116 ＋234

増加したのは、生産用機械が＋49事業所(前年比＋7.4％)、金属製品が＋36事業所(同＋3.1％）、

繊維が＋30事業所（同＋6.1％）等、24産業中19 産業でした。減少したのは、はん用機械が▲11事

業所(同▲4.9％)､輸送用機械が▲７事業所(同▲4.3％)、情報通信機械が▲３事業所(同▲5.4％)

等、４産業でした。石油・石炭製品に増減ありませんでした。

表３ 事業所数の増減の大きな産業（従業者４人以上の事業所）

（単位：事業所、前年比は％）

増 加 減 少

産 業 H22 H23 増加数 前年比 産 業 H22 H23 減少数 前年比

生産用機械 661 710 ＋49 ＋7.4 はん用機械 223 212 ▲11 ▲4.9

金属製品 1,154 1,190 ＋36 ＋3.1 輸送用機械 162 155 ▲7 ▲4.3

繊維 492 522 ＋30 ＋6.1 情報通信機械 56 53 ▲3 ▲5.4

窯業・土石製品 242 268 ＋26 ＋10.7 木材・木製品 162 160 ▲2 ▲1.2

食料品 819 836 ＋17 ＋2.1

（増減の大きな上位５産業）

金属製品

19.5%

食料品

13.7%

生産用機械

11.6%

繊維

8.5%
印刷

4.5%
窯業・土石製品

4.4%

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品

4.0%

家具・装備品

3.6%

電気機械

3.6%

はん用機械

3.5%

その他14産業

23.2%



(2) 従業者数 ～上位３産業は食料品、金属製品、電子部品・デバイス～

従業者数は182,061人で2,011人減少（前年比▲1.1％）しました。

産業別で従業者数が最も多いのは､食料品で33,023人(構成比18.1％)､次いで金属製品が21,355人

（同11.7％）、電子部品・デバイスが16,506人（同9.1％）の順となっており、上位３産業は前年と

同じ順位で、全体の約４割（同38.9％）を占めています。

図５ 従業者数の産業別状況（従業者４人以上の事業所・構成比順）

(単位：人）

構
成 比 産業分類 H22年 H23年 増減
順位 前年

順位

1 ←1 食料品 34,460 33,023 ▲ 1,437

2 ←2 金属製品 22,849 21,355 ▲ 1,494

3 ←3 電子部品 17,217 16,506 ▲ 711
・ﾃﾞﾊﾞｲｽ

4 ←4 生産用機械 16,071 16,192 ＋121

5 ←5 繊維 10,546 10,772 ＋226

6 ←6 はん用機械 10,210 10,302 ＋92

7 ←7 電気機械 9,450 9,737 ＋287

8 ↑10 化学 6,694 7,545 ＋851

9 ←9 輸送用機械 7,481 7,317 ▲ 164

10 ↓8 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 7,546 7,287 ▲ 259
製品

- - その他 41,548 42,025 ＋477

合 計 184,072 182,061 ▲2,011

増加したのは、窯業・土石製品が＋1,067人（前年比＋23.8％)、化学が＋851人(同＋12.7％)、電

気機械が＋287人(同＋3.0％)等、24産業中13産業でした。減少したのは、金属製品が▲1,494人(同

▲6.5％)、食料品が▲1,437人(同▲4.2％）、電子部品・デバイスが▲711人(同▲4.1％)等、11産業

でした。

表４ 従業者数の増減の大きな産業（従業者４人以上の事業所）

（単位：人、前年比は％）

増 加 減 少

産 業 H22 H23 増加数 前年比 産 業 H22 H23 減少数 前年比

窯業・土石製品 4,485 5,552 ＋1,067 ＋23.8 金属製品 22,849 21,355 ▲1,494 ▲6.5

化学 6,694 7,545 ＋851 ＋12.7 食料品 34,460 33,023 ▲1,437 ▲4.2

電気機械 9,450 9,737 ＋287 ＋3.0 電子部品・デバイス 17,217 16,506 ▲711 ▲4.1

繊維 10,546 10,772 ＋226 ＋2.1 情報通信機械 3,407 2,906 ▲501 ▲14.7

鉄鋼 5,621 5,776 ＋155 ＋2.8 業務用機械 4,308 3,984 ▲324 ▲7.5

（増減の大きな上位５産業）
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(3) 製造品出荷額等 ～上位３産業は食料品、化学、金属製品～

製造品出荷額等は4兆3,414億円で133億円増加（前年比＋0.3％）しました。

産業別で製造品出荷額等が最も多いのは、食料品で6,743億円（構成比15.5％）、次いで化学が

5,322億円（同12.3％）、金属製品が3,663億円（同8.4％）の順となっており、上位３産業は前年と

同じ順位で、全体の約４割（同36.2％）を占めています。

図６ 製造品出荷額等の産業別状況（従業者４人以上の事業所・構成比順）

（単位：億円）

構成比順位
産業分類 H22年 H23年 増減

前年
順位

1 ←1 食料品 7,527 6,743 ▲784

2 ←2 化学 4,870 5,322 ＋452

3 ←3 金属製品 4,027 3,663 ▲364

4 ←4 電子部品 3,571 3,538 ▲34
・ﾃﾞﾊﾞｲｽ

5 ←5 生産用機械 2,826 3,223 ＋397

6 ←6 電気機械 2,374 2,696 ＋322

7 ←7 はん用機械 2,105 2,248 ＋143

8 ↑9 鉄鋼 1,962 2,235 ＋273

9 ↓8 パルプ・紙 2,059 2,220 ＋162

10 ←10 輸送用機械 1,935 1,608 ▲327

- - その他 10,023 9,918 ▲105

合 計 43,280 43,414 ＋133

増加したのは、化学が＋452億円（前年比＋9.3％）、生産用機械が＋397億円（同＋14.0％）、電気

機械が＋322億円（同＋13.6％）等、24産業中14産業でした。減少したのは、食料品が▲784億円(同

▲10.4％)、金属製品が▲364億円（同▲9.0％）、業務用機械が▲340億円（同▲22.8％）等、10産業

でした。

表５ 製造品出荷額等の増減の大きな産業（従業者４人以上の事業所）

（単位：億円、前年比は％）

増 加 減 少

産 業 H22 H23 増加数 前年比 産 業 H22 H23 減少数 前年比

化学 4,870 5,322 ＋452 ＋9.3 食料品 7,527 6,743 ▲784 ▲10.4

生産用機械 2,826 3,223 ＋397 ＋14.0 金属製品 4,027 3,663 ▲364 ▲9.0

電気機械 2,374 2,696 ＋322 ＋13.6 業務用機械 1,489 1,149 ▲340 ▲22.8

鉄鋼 1,962 2,235 ＋273 ＋13.9 輸送用機械 1,935 1,608 ▲327 ▲16.9

窯業・土石製品 1,001 1,229 ＋228 ＋22.8 非鉄金属 1,154 1,024 ▲130 ▲11.3

（増減の大きな上位５産業）
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(4) 付加価値額 ～上位３産業は食料品、化学、金属製品～

付加価値額は1兆7,113億円で526億円増加（前年比＋3.2％）しました。

産業別で付加価値額が最も多いのは、食料品で2,948億円(構成比17.2％)､次いで化学が1,838億円

（同10.7％）、金属製品が1,643億円（同9.6％）の順となっており、上位３産業は前年と同じ順位

で、全体の約４割（同37.6％）を占めています。

図７ 付加価値額の産業分類別状況（従業者４人以上の事業所・構成比順）

（単位：億円）

構成比順位
産業分類 H22年 H23年 増減

前年
順位

1 ←1 食料品 3,174 2,948 ▲227

2 ←2 化学 1,909 1,838 ▲71

3 ←3 金属製品 1,606 1,643 ＋37

4 ↑5 生産用機械 1,240 1,551 ＋311

5 ↓4 電子部品 1,478 1,453 ▲24

・ﾃﾞﾊﾞｲｽ

6 ↑7 電気機械 818 1,127 ＋309

7 ↓6 はん用機械 909 970 ＋61

8 ↑9 パルプ・紙 659 817 ＋158

9 ↑11 鉄鋼 513 578 ＋65

10 ↓8 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品 536 573 ＋37

- - その他 3,744 3,615 ▲129

合 計 16,587 17,113 ＋526

増加したのは、生産用機械が＋311億円(前年比＋25.1％)、電気機械が＋309億円（同＋37.8％）、

パルプ・紙が＋158億円（同＋23.9％）等、24産業中15産業でした。減少したのは、輸送用機械がが

▲231億円（同▲29.8％）、食料品が▲227億円（同▲7.1％）、非鉄金属が▲102億円(同▲30.7％)

等、９産業でした。

表６ 付加価値額の増減の大きな産業（従業者４人以上の事業所）

（単位：億円、前年比は％）

増 加 減 少

産 業 H22 H23 増加数 前年比 産 業 H22 H23 減少数 前年比

生産用機械 1,240 1,551 ＋311 ＋25.1 輸送用機械 777 546 ▲231 ▲29.8

電気機械 818 1,127 ＋309 ＋37.8 食料品 3,174 2,948 ▲227 ▲7.1

パルプ・紙 659 817 ＋158 ＋23.9 非鉄金属 331 229 ▲102 ▲30.7

窯業・土石製品 359 453 ＋94 ＋26.1 化学 1,909 1,838 ▲71 ▲3.7

鉄鋼 513 578 ＋65 ＋12.7 業務用機械 366 321 ▲45 ▲12.4

（増減の大きな上位５産業）
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３ 従業者規模別の状況

(1) 事業所数 ～４～９人の事業所が４割以上を占める～

従業者規模別で事業所数が最も多いのは、４～９人で2,762事業所(構成比45.2％)、次いで10～19

人が1,410事業所（同23.1％）、30～99人が931事業所（同15.2％）の順となっており、４～９人の事

業所が全体の４割以上を占めています。

増加したのは、４～９人（前年比＋10.2％）、30～99人（同＋6.4%）でした。減少したのは、300

人以上（同▲8.8％）、10～19人（同▲3.2％）、20～29人（同▲2.9％）、100～299人（同▲1.5％）で

した。

図８ 事業所数の従業者規模別構成比（従業者４人以上の事業所）

(2) 従業者数 ～30～99人の事業所が約４分の１を占める～

従業者規模別で従業者数が最も多いのは、30～99人で48,198人（構成比26.5％）、次いで100～299

人が42,520人（同23.4％）、300人以上が39,180人（同21.5％）の順となっており、30～99人の事業

所が全体の約４分の１を占めています。

増加したのは、４～９人(前年比＋8.1％)、30～99人(同＋6.0％)でした。減少したのは、300人

以上(同▲10.1％)、20～29人(同▲3.6％)、10～19人(同▲3.4％)、100～299人(同▲0.6％)でした。

図９ 従業者数の従業者規模別構成比（従業者４人以上の事業所）
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(3) 製造品出荷額等 ～300人以上の事業所が３割以上を占める～

従業者規模別で製造品出荷額等が最も多いのは、300人以上で1兆5,376億円（構成比35.4％）、次

いで100～299人が1兆1,566億円（同26.6％）、30～99人が9,539億円（同22.0％）の順となってお

り、300人以上の事業所が全体の３割以上を占めています。

増加したのは、４～９人(前年比＋15.1％)、30～99人(同＋15.0％)、100～299人（同＋8.6％）、2

0～29人（同＋4.9％）、10～19人（同＋1.6％）でした。減少したのは、300人以上（同▲13.5％）で

した。

図10 製造品出荷額等の従業者規模別構成比（従業者４人以上の事業所）

(4) 付加価値額 ～300人以上の事業所が３割以上を占める～

従業者規模別で付加価値額が最も多いのは、300人以上で6,162億円（構成比36.0％）、次いで100

～299人が4,106億円（同24.0％）、30～99人が3,542億円（同20.7％)の順となっており、300人以上

規模の事業所が全体の３割以上を占めています。

増加したのは、４～９人(前年比＋19.7％)、30～99人(同＋12.2％)、10～19人(同＋9.7％）、20～

29人(同＋9.5％)、100～299人(同＋6.7％)でした。減少したのは、300人以上(同▲7.1％)でした。

図11 付加価値額の従業者規模別構成比（従業者４人以上の事業所）
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４ 市町村別の状況

(1) 事業所数 ～新潟市、長岡市、燕市、三条市で５割以上を占める～

市町村別で事業所数が最も多いのは、新潟市 図12 事業所数の市町村別構成比

で1,160事業所（構成比19.0％）、次いで長岡市 （従業者４人以上の事業所）

が823事業所（同13.5％）、燕市が766事業所

(同12.5％)、三条市が631事業所(同10.3％)の

順となっており、この４市で全体の５割以上

を占めています。

増加したのは、燕市が＋52事業所（前年比

＋7.3％）、三条市が＋34事業所(同＋5.7％)、

新発田市が26事業所(同＋15.3％)等、30市町

村中21市町村でした。減少したのは、見附市

で▲8事業所(同▲5.8％)、村上市で▲8事業所

(同▲4.6％)、加茂市で▲5事業所(同▲4.2％)

等、８市町村でした｡

表８ 市町村別事業所数（従業者４人以上の事業所）
22年 23年

事業所数 事業所数 増減 前年比 構成比 市町村内の上位３産業構成比（％）

（％） （％） １位 ２位 ３位

県計 5,882 6,116 234 4.0 100.00 金属 19.5 食料 13.7 生産 11.6

新潟市計 1,142 1,160 18 1.6 19.0 食料 20.9 金属 14.1 生産 9.2

北区 184 181 ▲ 3 ▲ 1.6 3.0 食料 19.3 金属 16.6 生産 12.7

東区 215 220 5 2.3 3.6 食料 17.7 金属 17.3 生産 10.5

中央区 157 161 4 2.5 2.6 食料 28.6 印刷 24.2 そ他 8.7

江南区 121 124 3 2.5 2.0 食料 23.4 生産 14.5 印刷 11.3

秋葉区 95 95 0 0.0 1.6 食料 14.7 生産 13.7 窯業 10.5

南区 132 131 ▲ 1 ▲ 0.8 2.1 食料 21.4 金属 14.5 プラ 11.5

西区 83 87 4 4.8 1.4 食料 31.0 印刷 10.3 金属 8.0

西蒲区 155 161 6 3.9 2.6 金属 28.0 食料 14.9 生産 8.1

長岡市 802 823 21 2.6 13.5 生産 17.9 金属 13.2 食料 12.5

三条市 597 631 34 5.7 10.3 金属 41.4 生産 11.9 鉄鋼 6.8

柏崎市 234 242 8 3.4 4.0 生産 21.1 金属 16.5 は用 13.2

新発田市 170 196 26 15.3 3.2 食料 30.1 繊維 17.3 金属 8.7

小千谷市 159 161 2 1.3 2.6 食料 17.4 生産 13.0 は用 11.2

加茂市 118 113 ▲ 5 ▲ 4.2 1.8 金属 23.0 繊維 14.2 家具 12.4

十日町市 167 181 14 8.4 3.0 繊維 35.4 食料 15.5 電気 7.7

見附市 139 131 ▲ 8 ▲ 5.8 2.1 繊維 35.1 食料 12.2 生産 12.2

村上市 173 165 ▲ 8 ▲ 4.6 2.7 食料 21.8 木材 12.1 電気 9.1

燕市 714 766 52 7.3 12.5 金属 49.2 生産 18.0 プラ 4.7

糸魚川市 100 106 6 6.0 1.7 食料 15.1 窯業 11.3 金属 9.4

妙高市 60 62 2 3.3 1.0 食料 14.5 窯業 11.3 電子 11.3

五泉市 121 140 19 15.7 2.3 繊維 58.6 食料 6.4 金属 5.0

上越市 385 395 10 2.6 6.5 食料 17.5 金属 12.9 生産 12.4

阿賀野市 112 114 2 1.8 1.9 食料 20.2 窯業 12.3 家具 11.4

佐渡市 106 110 4 3.8 1.8 食料 33.6 窯業 9.1 木材 8.2

魚沼市 134 141 7 5.2 2.3 食料 20.6 電子 14.2 生産 10.6

南魚沼市 131 147 16 12.2 2.4 食料 13.6 繊維 13.6 電気 9.5

胎内市 69 84 15 21.7 1.4 窯業 16.7 食料 13.1 繊維 8.3

聖籠町 54 51 ▲ 3 ▲ 5.6 0.8 金属 21.6 食料 17.6 紙パ 11.8

弥彦村 44 40 ▲ 4 ▲ 9.1 0.7 金属 47.5 食料 12.5 生産 12.5

田上町 49 53 4 8.2 0.9 家具 22.6 金属 22.6 プラ 11.3

阿賀町 25 29 4 16.0 0.5 繊維 17.2 窯業 17.2 食料 13.8

出雲崎町 18 16 ▲ 2 ▲ 11.1 0.3 食料 18.8 電子 18.8 繊維 12.5

湯沢町 5 4 ▲ 1 ▲ 20.0 0.1 飲料 25.0 印刷 25.0 金属 25.0

津南町 27 28 1 3.7 0.5 食料 21.4 窯業 17.9 繊維 14.3

刈羽村 16 19 3 18.8 0.3 金属 21.1 は用 21.1 生産 21.1

関川村 11 8 ▲ 3 ▲ 27.3 0.1 窯業 25.0 電子 25.0 食料 12.5

粟島浦村 - - - - - - - - - - -
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事業所数

6,116事業所



(2) 従業者数 ～新潟市、長岡市、上越市、燕市で５割以上を占める～

市町村別で従業者数が最も多いのは、新潟 図13 従業者数の市町村別構成比

市で35,342人（構成比19.5％）、次いで長岡市 （従業者４人以上の事業所）

が25,381人（同13.9％）、上越市が16,591人

（同9.1％）、燕市が15,423人（同8.5％）の順

となっており、この４市で全体の５割以上を

占めています。

増加したのは、上越市が＋831人（前年比＋

5.3％）、新発田市が＋571人（同＋8.8％）、燕

市が544人（同＋3.7％)等、30市町村中12市町

村でした。減少したのは、新潟市で▲1,899人

（同▲5.1％)、長岡市で▲895人(同▲3.4％）、

柏崎市で▲428人（同▲4.9％）等、17市町村で

した。

表８ 市町村別従業者数（従業者４人以上の事業所）

22年 23年

従業者数 従業者数 増減 前年比 構成比 市町村内の上位３産業構成比（％）

（％） （％） １位 ２位 ３位

県計 184,072 182,061 ▲ 2,011 ▲ 1.1 100.0 食料 18.1 金属 11.7 電子 9.1

新潟市計 37,331 35,432 ▲ 1,899 ▲ 5.1 19.5 食料 32.7 金属 9.3 輸送 7.9

北区 6,194 6,105 ▲ 89 ▲ 1.4 3.4 食料 30.2 化学 15.8 金属 9.0

東区 8,475 8,156 ▲ 319 ▲ 3.8 4.5 食料 30.2 紙パ 13.3 生産 8.9

中央区 2,527 2,287 ▲ 240 ▲ 9.5 1.3 食料 32.8 印刷 19.5 輸送 12.5

江南区 6,256 5,111 ▲ 1,145 ▲ 18.3 2.8 食料 49.1 印刷 13.8 生産 12.7

秋葉区 2,801 2,648 ▲ 153 ▲ 5.5 1.5 輸送 22.3 窯業 13.4 食料 11.5

南区 5,367 5,354 ▲ 13 ▲ 0.2 2.9 食料 34.2 金属 14.8 輸送 14.3

西区 1,499 1,497 ▲ 2 ▲ 0.1 0.8 食料 34.9 印刷 15.9 飲料 8.6

西蒲区 4,212 4,274 62 1.5 2.3 食料 31.5 金属 17.3 生産 11.2

長岡市 26,276 25,381 ▲ 895 ▲ 3.4 13.9 食料 17.8 生産 15.7 電子 11.3

三条市 13,243 12,860 ▲ 383 ▲ 2.9 7.1 金属 33.4 鉄鋼 12.2 生産 11.9

柏崎市 8,751 8,323 ▲ 428 ▲ 4.9 4.6 は用 33.9 金属 14.1 生産 14.0

新発田市 6,454 7,025 571 8.8 3.9 食料 39.7 電子 14.0 印刷 7.6

小千谷市 6,299 6,147 ▲ 152 ▲ 2.4 3.4 食料 21.1 は用 18.6 電子 15.2

加茂市 3,218 2,983 ▲ 235 ▲ 7.3 1.6 電気 32.3 金属 15.1 繊維 12.0

十日町市 3,412 3,622 210 6.2 2.0 繊維 30.3 食料 16.1 電気 10.0

見附市 4,460 4,424 ▲ 36 ▲ 0.8 2.4 繊維 26.6 食料 16.5 生産 14.3

村上市 4,770 4,510 ▲ 260 ▲ 5.5 2.5 食料 33.1 家具 16.2 電気 11.6

燕市 14,879 15,423 544 3.7 8.5 金属 36.5 生産 12.3 電気 9.6

糸魚川市 3,857 3,909 52 1.3 2.1 化学 38.4 電気 11.4 窯業 10.8

妙高市 4,294 4,022 ▲ 272 ▲ 6.3 2.2 電子 56.6 化学 8.8 電気 7.6

五泉市 5,397 5,159 ▲ 238 ▲ 4.4 2.8 繊維 36.8 化学 14.5 は用 14.4

上越市 15,760 16,591 831 5.3 9.1 電子 16.1 化学 13.5 食料 13.2

阿賀野市 4,129 4,204 75 1.8 2.3 食料 30.4 家具 8.8 窯業 7.8

佐渡市 2,024 1,906 ▲ 118 ▲ 5.8 1.0 電子 22.2 食料 20.7 ゴム 15.3

魚沼市 3,110 3,001 ▲ 109 ▲ 3.5 1.6 食料 25.3 電子 17.8 生産 10.1

南魚沼市 3,816 4,037 221 5.8 2.2 食料 13.1 輸送 12.2 電気 10.6

胎内市 3,067 3,325 258 8.4 1.8 電気 23.6 化学 22.2 食料 10.6

聖籠町 4,815 5,084 269 5.6 2.8 電子 37.5 食料 25.9 金属 9.8

弥彦村 1,087 1,027 ▲ 60 ▲ 5.5 0.6 金属 31.6 情報 26.5 食料 11.3

田上町 895 955 60 6.7 0.5 金属 27.1 プラ 19.9 窯業 16.3

阿賀町 600 618 18 3.0 0.3 繊維 20.4 窯業 15.5 皮革 12.8

出雲崎町 411 379 ▲ 32 ▲ 7.8 0.2 輸送 46.2 紙パ 18.5 食料 14.2

湯沢町 71 70 ▲ 1 ▲ 1.4 0.0 飲料 67.1 金属 18.6 印刷 7.1

津南町 715 713 ▲ 2 ▲ 0.3 0.4 食料 31.8 非鉄 16.3 は用 16.3

刈羽村 554 624 70 12.6 0.3 は用 50.5 プラ 20.7 情報 9.5

関川村 377 307 ▲ 70 ▲ 18.6 0.2 電子 48.5 電気 22.1 窯業 10.7

粟島浦村 - - - - - - - - - - -
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(3) 製造品出荷額等 ～新潟市、長岡市、上越市、燕市で５割以上を占める～

市町村別で製造品出荷額等が最も多いのは、新 図14 製造品出荷額等の市町村別構成比

潟市で1兆50億円（構成比23.1％）、次いで長岡市 （従業者４人以上の事業所）

が5,785 億円（同13.3％）、上越市が5,180億円

（同11.9％）、燕市が3,613億円（同1.3％)の順

となっており、この４市で全体の５割以上を占

めています。

増加したのは、長岡市が＋427億円（前年比＋

8.0％）、燕市が＋253億円(同＋7.5％)、見附市が

＋236億円(同＋29.5％)等、30市町村中19市町村

でした。減少したのは、柏崎市で▲986億円(同▲

36.0％)、妙高市で255億円(同▲18.3％)、聖籠町

で241億円(同▲16.8％)等、10市町村でした。

表９ 市町村別製造品出荷額等（従業者４人以上の事業所）
22年 23年

金　額 金　額 増減 前年比 構成比 市町村内の上位３産業構成比（％）

（億円） （億円） （％） （％） １位 ２位 ３位

県計 43,280 43,414 133 0.3 100.0 食料 15.5 化学 12.3 金属 8.4

新潟市計 10,191 10,050 ▲ 141 ▲ 1.4 23.1 食料 22.3 化学 20.1 紙パ 16.3

北区 2,419 2,528 109 4.5 5.8 化学 61.5 食料 13.4 非鉄 ｘ

東区 2,968 2,911 ▲ 57 ▲ 1.9 6.7 紙パ 54.2 化学 10.8 食料 9.7

中央区 463 374 ▲ 89 ▲ 19.3 0.9 輸送 33.2 食料 24.6 印刷 9.9

江南区 1,302 1,184 ▲ 118 ▲ 9.1 2.7 食料 60.7 印刷 12.6 プラ 7.2

秋葉区 634 664 31 4.8 1.5 輸送 40.4 化学 ｘ 窯業 13.2

南区 1,548 1,427 ▲ 121 ▲ 7.8 3.3 食料 31.1 金属 18.6 鉄鋼 12.1

西区 258 279 21 8.3 0.6 食料 35.1 印刷 13.1 飲料 10.5

西蒲区 600 683 84 13.9 1.6 食料 33.9 金属 20.7 生産 9.7

長岡市 5,358 5,785 427 8.0 13.3 生産 16.0 業務 15.2 食料 14.3

三条市 2,595 2,685 90 3.5 6.2 電気 22.3 金属 22.3 鉄鋼 18.3

柏崎市 2,740 1,754 ▲ 986 ▲ 36.0 4.0 は用 32.4 情報 19.6 金属 15.5

新発田市 1,382 1,583 201 14.5 3.6 食料 44.6 電子 16.8 化学 9.2

小千谷市 966 1,013 46 4.8 2.3 食料 24.9 は用 19.3 プラ 12.9

加茂市 579 601 21 3.7 1.4 電気 58.9 は用 11.1 金属 8.3

十日町市 401 443 42 10.4 1.0 食料 23.7 繊維 23.0 電気 14.8

見附市 801 1,037 236 29.5 2.4 生産 34.2 プラ 17.5 金属 16.1

村上市 828 814 ▲ 14 ▲ 1.7 1.9 食料 57.3 電気 11.0 家具 7.8

燕市 3,360 3,613 253 7.5 8.3 金属 21.1 情報 16.6 電気 15.1

糸魚川市 1,165 1,244 79 6.8 2.9 化学 62.4 窯業 12.4 電気 4.8

妙高市 1,393 1,138 ▲ 255 ▲ 18.3 2.6 電子 63.9 化学 ｘ 非鉄 ｘ

五泉市 917 961 44 4.8 2.2 化学 ｘ は用 19.9 繊維 18.1

上越市 5,044 5,180 136 2.7 11.9 化学 27.3 電子 10.0 鉄鋼 9.1

阿賀野市 960 988 28 3.0 2.3 食料 32.5 化学 19.2 家具 8.0

佐渡市 250 225 ▲ 25 ▲ 10.0 0.5 電子 30.8 食料 16.7 窯業 12.4

魚沼市 393 418 24 6.2 1.0 食料 39.2 電子 12.3 生産 9.7

南魚沼市 806 892 85 10.6 2.1 食料 21.4 輸送 15.2 飲料 11.4

胎内市 900 978 78 8.6 2.3 電気 37.8 化学 32.5 食料 7.5

聖籠町 1,438 1,197 ▲ 241 ▲ 16.8 2.8 電子 29.0 食料 17.3 金属 16.1

弥彦村 260 252 ▲ 8 ▲ 3.2 0.6 食料 43.7 金属 18.3 情報 ｘ

田上町 119 135 16 13.3 0.3 金属 38.1 プラ 19.5 窯業 16.3

阿賀町 48 50 2 4.1 0.1 窯業 27.9 飲料 ｘ 繊維 8.5

出雲崎町 76 71 ▲ 6 ▲ 7.4 0.2 輸送 ｘ 紙パ ｘ 食料 16.9

湯沢町 17 15 ▲ 2 ▲ 9.6 0.0 飲料 ｘ 金属 ｘ 印刷 ｘ

津南町 90 98 7 8.0 0.2 食料 26.7 は用 25.4 非鉄 ｘ

刈羽村 145 147 2 1.1 0.3 は用 76.7 プラ ｘ 鉄鋼 ｘ

関川村 55 49 ▲ 6 ▲ 11.5 0.1 電子 ｘ 電気 ｘ 窯業 ｘ

粟島浦村 - - - - - - - - - - -
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製造品出荷額等

4兆3,414億円



(4) 付加価値額 ～新潟市、長岡市、上越市、燕市で５割以上を占める～

市町村別で付加価値額が最も多いのは、新潟 図15 付加価値額の市町村別構成比

市で3,821億円（構成比22.3％）、次いで長岡市 （従業者４人以上の事業所）

が2,195億円（同12.8％）、上越市が1,854億円

（同10.8％）、燕市が1,329億円（同7.8％)の順

となっており、この４市で全体の５割以上を占

めています。

増加したのは、長岡市が＋325億円(前年比

＋17.4％)、三条市が＋273億円（同＋28.8％）、

見附市が＋201億円(同＋58.1％)等、30市町村

中21市町村でした。減少したのは、柏崎市が

▲262億円(同▲27.4％)、妙高市が▲228億円

(同▲28.5％)、新潟市が▲126億円(同▲3.2％)

等、８市町村でした。

表10 市町村別付加価値額（従業者４人以上の事業所）

22年 23年

金　額 金　額 増減 前年比 構成比 市町村内の上位３産業構成比（％）

（億円） （億円） （％） （％） １位 ２位 ３位

県計 16,587 17,113 526 3.2 100.0 食料 17.2 化学 10.7 金属 9.6

新潟市計 3,947 3,821 ▲ 126 ▲ 3.2 22.3 食料 26.7 紙パ 16.7 化学 14.0

北区 916 805 ▲ 110 ▲ 12.0 4.7 化学 48.6 食料 22.2 金属 7.4

東区 1,046 1,074 28 2.7 6.3 紙パ 57.5 生産 7.7 化学 ｘ

中央区 244 176 ▲ 68 ▲ 27.9 1.0 輸送 30.0 食料 19.8 化学 13.6

江南区 566 577 11 1.9 3.4 食料 65.8 生産 9.1 印刷 8.9

秋葉区 225 225 0 ▲ 0.1 1.3 輸送 28.5 化学 ｘ 食料 8.4

南区 554 538 ▲ 16 ▲ 2.9 3.1 食料 39.9 金属 16.6 鉄鋼 12.8

西区 112 122 10 8.8 0.7 食料 33.1 非鉄 ｘ 印刷 11.8

西蒲区 284 305 20 7.2 1.8 食料 32.6 金属 23.0 生産 9.4

長岡市 1,870 2,195 325 17.4 12.8 生産 18.9 食料 17.1 電子 11.7

三条市 947 1,220 273 28.8 7.1 電気 33.6 金属 22.3 鉄鋼 12.5

柏崎市 956 694 ▲ 262 ▲ 27.4 4.1 は用 30.3 金属 22.7 情報 13.4

新発田市 652 654 3 0.4 3.8 食料 44.8 電子 17.0 窯業 7.9

小千谷市 390 424 34 8.7 2.5 は用 27.2 食料 20.6 電子 12.7

加茂市 180 192 11 6.2 1.1 電気 40.4 は用 16.1 金属 10.6

十日町市 157 191 34 21.6 1.1 繊維 28.8 食料 21.9 電気 11.4

見附市 346 547 201 58.1 3.2 生産 48.8 金属 13.9 プラ 13.3

村上市 432 442 9 2.1 2.6 食料 60.5 電気 10.6 家具 8.8

燕市 1,275 1,329 54 4.3 7.8 金属 28.8 情報 13.1 電気 10.0

糸魚川市 433 437 4 0.9 2.6 化学 71.5 電気 6.0 プラ ｘ

妙高市 800 572 ▲ 228 ▲ 28.5 3.3 電子 73.7 化学 ｘ 非鉄 ｘ

五泉市 391 419 27 7.0 2.4 化学 ｘ は用 23.4 繊維 19.5

上越市 1,754 1,854 99 5.7 10.8 化学 31.7 電子 12.0 食料 10.3

阿賀野市 408 428 20 4.9 2.5 食料 36.9 化学 20.3 家具 7.6

佐渡市 94 92 ▲ 2 ▲ 2.1 0.5 電子 26.1 食料 20.3 飲料 10.5

魚沼市 180 152 ▲ 28 ▲ 15.7 0.9 食料 33.9 生産 12.3 電子 10.1

南魚沼市 283 356 73 25.8 2.1 生産 15.9 食料 13.9 飲料 13.4

胎内市 406 365 ▲ 41 ▲ 10.1 2.1 電気 47.2 化学 18.8 食料 10.7

聖籠町 345 373 27 7.9 2.2 電子 40.5 食料 20.3 金属 9.1

弥彦村 109 109 0 ▲ 0.3 0.6 食料 54.8 金属 20.2 情報 ｘ

田上町 48 58 10 21.7 0.3 金属 30.3 窯業 20.2 プラ 14.7

阿賀町 25 26 1 5.9 0.2 窯業 21.8 飲料 ｘ 生産 ｘ

出雲崎町 28 30 2 6.0 0.2 輸送 ｘ 紙パ ｘ 生産 ｘ

湯沢町 8 8 0 ▲ 2.9 0.0 飲料 ｘ 金属 ｘ 印刷 ｘ

津南町 34 37 3 10.3 0.2 非鉄 ｘ 食料 22.7 は用 18.7

刈羽村 68 68 1 0.8 0.4 は用 79.2 プラ ｘ 金属 4.7

関川村 19 19 1 3.1 0.1 電子 ｘ 電気 ｘ 窯業 ｘ

粟島浦村 - - - - - - - - - - -
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上越市
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4.1%
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3.8%
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3.3%
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3.2%

村上市
2.6%

その他19市町村
22.1%

付加価値額

1兆7,113億円



５ 全国値との比較

(1) 事業所数 ～本県と同様に全国値も増加（＋3.9％）～

全国の事業所数は233,186事業所で、8,783事業所増加（前年比＋3.9％）しました。これは本県

（同＋4.0％）と同様の傾向です。

全国で事業所数が最も多い産業は、食料品で29,794事業所（構成比12.8％）、次いで金属製品が

29,589事業所（同12.7％）、生産用機械が21,558事業所（同9.2％）の順となっています。

新 潟 県 全 国

H22 H23 H22 H23
増 減 増減率 増 減 増減率

5,882事業所 6,116事業所 ＋234事業所 ＋4.0％ 224,403事業所 233,186事業所 ＋8,783事業所 ＋3.9％

【新潟県】 【全 国】

(2) 従業者数 ～本県と同様に全国値も減少（▲2.5％）～

全国の従業者数は7,472,111人で、191,736人減少（前年比▲2.5％）しました。これは本県（同

▲2.5％）と同様の傾向です。

全国で事業所数が最も多い産業は、食料品で1,041,765人（構成比13.9％）、次いで輸送用機械が

946,723人（同12.7％）、金属製品が571,135人（同7.6％）の順となっています。

新 潟 県 全 国

H22 H23 H22 H23
増 減 増減率 増 減 増減率

184,072人 182,061人 ▲2,011人 ▲1.1％ 7,663,847人 7,472,111人 ▲191,736人 ▲2.5％

【新潟県】 【全 国】
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(3) 製造品出荷額等 ～本県で増加する一方、全国値は減少（▲1.4％）～

全国の製造品出荷額等は284兆9,688億円で、4兆1,389億円減少（前年比▲1.4％）しました。こ

れは本県（同＋0.3％）と異なる傾向です。

全国で製造品出荷額等が最も多い産業は、輸送用機械で50兆5,870億円（構成比17.8％）、次いで

化学が26兆3,512億円（同9.2％）、食料品が24兆1,449億円（同8.5％）の順となっています。

新 潟 県 全 国

H22 H23 H22 H23
増 減 増減率 増 減 増減率

43,280億円 43,414億円 ＋133億円 ＋0.3％ 2,891,077億円 2,849,688億円 ▲41,389億円 ▲1.4％

【新潟県】 【全 国】

(4) 付加価値額等 ～本県と同様に全国値も増加（＋1.0％）～

全国の付加価値額は91兆5,544億円で8,872億円増加（前年比＋1.0％）しました。これは本県

（前年比＋3.2％）と同様の傾向です。

全国で付加価値額が最も多い産業は、輸送用機械で14兆472億円（構成比15.3％）、次いで化学が

10兆1,999億円（同11.1％）、食料品が8兆9,275億円（同9.8％）の順となっています。

新 潟 県 全 国

H22 H23 H22 H23
増 減 増減率 増 減 増減率

16,587億円 17,113億円 ＋526億円 ＋3.2％ 906,672億円 915,544億円 ＋8,872億円 ＋1.0％

【新潟県】 【全 国】
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